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I.緒 自 
するとは考えられなL'。私は Maddox氏正切スカ
ヘ 号室. 
ラ，及び同氏小梓を用いて，第一及び第二眼位lと於
眼位即ち眼筋平衡状態如何は両眼視機能の上に重 ける眼筋平衡状態を検査する機会を得，いき〉か知
要な役割をなすものであり，従って，吾人の日常生 見を得たので，先に第 90回千葉眼科集談会民て発
活に占める意義は大であり，眼精疲労の原因論K於 表する処があったが，其の後の成績を加えて，弦に
いて逸する事の出来ない問題である事は，支女児多言 発表する。
を要しない所である。
而して，眼位異常の検査は，従来被検者の正面瞥 
I. 支献的者察
見(第一眼位)Iと於いて行われ，之に就いては多数の 眼位に関しては，我固に於いても従来多数の研究
文献花接し得るが，実際生活に於ける視能 (Visual がある。而してそれには，眼位そのものを詳細に研 
ability.伊東教授)の観点よりすれば，瞥見は水平 究し，諸種の計測法Kより其の成績を吟味しておる
正面のみに限らず，上下左右方向(第二限位入及び ものと，眼位が眼機能に及ぼす影響を検査したるも
斜方向(第三眼位)をとる場合が多く，その際に於 のとあり。後者は広義にいえば，眼精疲労に及ぼす
ける眼筋平衡状態は必ずしも第一眼位の場合と一致 影響を取扱ったもので，従って其の治療法について
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言及したるものもあり，叉眼位を計測距離を基とし
て観察し，其の変動の意義を考察したものもある。
次にそれ等の文献について，少しく概要を述べてみ
たいと思う。
初見氏(大正 14年)は電話交換手の眼調節機能及
び眼筋平衡状態を検査した。即ち，眼位検査にはマ
ドックス氏法 5m，及び石原氏の潜伏斜視計 30cm，
の両法をとり，仕事の前後に於いて変化のなきもの
5mでは 64.8%，30cmでは 53.3%，叉，内外斜位
度の増加するもの 5mでは 17.6%，30 cmでは 22.3
%，であると，而して同氏は位筋平衡状態の変化は
著変を認むる能わずといっておる。 
兼子氏(大正 15年〉は，陸軍々医学校外来患者，
東京幼年学校生徒等総計 1143名 K対し眼筋平衡状
態の障碍及び筋性眼精疲労を検査し，山田氏(昭和
2年)は潜伏斜視の診断及び療法を詳細に説明して
いる。知識氏(昭和 6年)は潜伏斜視の成因補遺と 
題して，瞳孔距離と眼位との関係，眼位と各眼筋運
動障碍とを論じている。検査方法はストックス，マ
ドックス，フォロメーターを用い，被検査は少くと
も， 5分間注視し， 其の間lと現われたる斜位度中，
最大のものを以って斜位度としておる。古川氏(昭
和 9年)は潜伏斜視の測定には其の方法及び器械に
よりて差があるものにして，種々の方法に夫々長短
ありとし，氏は最新型ストック眼軸偏筒計，ストッ
クス硝子小梓，今西複プリズマ，及びピルショウス
キー潜伏斜視計を以って，同一材料に就き比較をな 
し，其の結果，ストック最新型が最も正確であると
した。
太田氏(昭和 11年)は潜伏斜視の 2，3の統計と題
して，屈折異常と斜位，斜位汗測距離 5mと1mと
の比較をした。
安井氏(昭和 12年)は遠近における眼位差を調査
したが，其の方法はマドックス氏小梓，正切スカラ
を用いて 5m及び 1mを，ストックスフオロメー
タ{を用いて 33cmを測定した。実験には暗室を用
い。天井中央の電灯 (60W) Iとより，一定の照明を
保持した。成績として， 5mKて正位 34%，外斜位 
43%，内斜位 23%，1m Kて正位 33%，外斜位47
%，内斜位 20%，33cm ILて正位 12%，外斜位73
%，内斜位 15%，であるとした。
古谷氏(昭和 13年)は競泳前後に於ける変化につ
いて，石原式マドックス斜視計を用いている。
大野氏(昭和 17年)はマドックス硝子小梓及び正
切尺を用いて，生活環境の変化が眼作に及ぼす影響
を研究し，眼位は極めて変化し易き事を指摘してお
る。
叉金子氏は身体疲労と発熱とは一時的に眼位を変
化し，殊l乙外斜位lζ於いて著しさを認めておる。
叉真柄氏は低圧室に於いても眼位は変化する事を
のべておる。
而して，之等はすべて第一眼位に於けるものを論
じているが，その他の眼位における変化について検 
査したる文献については極めて少く，最近発刊され
た官眼全書(萩原氏〉についてみても分る。即ち，
本邦にては知織氏，木村氏，米国にては Frieden-
wald氏の文献にみられるのみである。即ら知織
氏は長さ 10cmの Maddox氏小梓を作製し，之を
一眼前に装用し，眼前の 1m距離に光源をおき，之
を左右 45度迄動かし，その際の両眼像の運動速度， 
及びその距離の変化を観察している。叉 Frieden-
wald氏は被検者の直前方l乙中心を有する棒を，被
検者の前額平行面上に廻転させ，棒の中心及び両端
lとある灯火を被検者の注視線が追う事lとより，種々
の眼位をとらせる方法で， Stevens氏ホロメーター
をもって測定した。而して同氏は直前視以外に於け
る限位の変化で，注視方向を変化せじめる事によっ
て，斜位の種類及び程度の変化する状態を斜位不同 
(Anisophorie)と命名した。
先lζ教室では，木村氏が第三眼位l乙於ける眼筋平
衡状態を研究し，眼筋平衡状態は第一眼位の上部よ
り下部の方が安定性が強く，叉第三眼位に於いても
垂直第二眼位に現われる様な Listing法則より偏僑
せる眼球運動が認められるのではないかと述べて和
る。
以上要するに第二及び第三限位に関する研究は極
めて少く，更に検討すべき問題が残されている様K
思われる。私は，かかる見地から Maddox氏正切
スカラ及び同氏小梓を用いて，第一，第二眼位に於
ける眼筋平衡状態を検討せんとしたものである。 
II. 実験の基礎理論
1. 眼位の取り方 
第一眼位， Listing氏法則氏依れば，視線が如何
なる視正面を通過しても，視線の廻りの軸廻が起ら
ぬ様な視線の出発位置が，第一眼位であり，一般に
残像法でそれを決定するが，同眼位の場合は，頭部
と体躯とを垂直に保ち直前方の遠所を眺めた時の視
線の位置を，第一眼位として，実際上差支えなく，
本実験では，木村氏の法 K従い，更に独逸水平面
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を，正しく水平ならしめる事により，迷路性反射の
眼球運動に及ぼす影響を除去した。
第二眼位，頭部を体躯Cと鉛直軸の廻りに廻転さ
せ，視線のみを目標lζ移す時は，視線は頭部との相 
対関係lζ於いて，水平第二眼位をとる。体躯を第一
眼位の如くして，視線のみを上，下に移す時，上下
第二眼位をとるb
2. 眼位測定に Moddox氏法を用いたること
.5m距離に於ける眼位測定法として，その正確な
点と，方法の比較的簡単なる点に於いて Maddox
民法を以って最良と考えた。 Doppelprismaを用い
てみる時，其の値の不安定なる事が顕著である。叉 
Stock氏 Phorometerの如く近距離に視標をおき
ながら，レンズのプリズム作用を利用しつい遠距
離にあてはめんとする方法は N ahevorstellungの
轄接に及ぼす影響を除外し難きを以って，適当なる
方法とは云い得ない。 ζの点については Comberg
(1930)，Roos (1935)，Velhagen (1938)等が強調
しておる所である。
次rc.Maddox氏小梓について述べる。今マ氏小
梓を視線と垂直ならしめる時には，視線と小梓との
交点を通り，小梓の縞lと垂直なる光線条が見える
が，視線と垂直でない場合には，光線条が費曲す
る。従って視線が，一平面内を移動する場合，小梓
は常にその平面lζ垂直な状態で上下左右せねばなら 
ない。 
3. 正位及び斜位の判定に就いて
Maddox氏法K依って得たる成績の判定lζ就い
ては，種々，意見のある処である。即ち初見氏は 5
m lL.於ける 0.5度以下の内外斜位は正位と看倣した
が，之に倣うものが多数あり。安井氏は仮り
に 2.0度以下の外斜位を病的に非ずと君倣し
ているが，一般に 5m IL.於ける 3.0度以下の
外斜位は，病的とは云い得ないといわれてお
る。叉，太田氏は，眼静と状態に於ける正位
は Maddox氏小梓を用い， 5m ~ζ於いて 
1.274度の外斜位に相当するとせり。叉古川
氏は Stock最新型 Phorometerを正確と看
倣し，乙の方法により正位なる場合，他の方
法による時は，測定距離 5mの場合， Maddox
氏法にては1.2度の外斜位， 今西式複プリズ
ムにては1.4度の外斜位を示すとせり。之等
の諸説lこは，夫々の理由が有るが，私の場合
く Maddox氏法lとより得?こる数値から，其の 0度
は之を正位とし，内外斜位は，その値をその偉採用
した。
4. 測定値と其の記号の聞け方
光源を両眼視する一眼前1[.Maddox氏小梓を装
用すると，その瞬間，光線条は光源上を通るが，斜
位のある場合には，直ちに移動を開始し，或る点で 
一時停止するが，更に移動し叉停止するものも時に 
ある。其の移動は断続的であるが，本実験では，斜
位の値は光線条の最初比停止したる点にした。之は
木村氏の云う如く，最初に停止した所を S1>次を
S2'次を S3."ーとして観察すれば，第一眼位にては， 
光線条は光源より移動を始め， SIでその億停止する
例が多く，数例lとSdζ迄移動して，其の佳停止する
もの及び StとS2'或は光源と SIとの聞を動揺する
を見る。 ζれに対し，第二眼位では各方向極めて複
雑に移動するものあり。之は第二眼位に於ける特徴 
であると考えられるが，本実験では，光線条の移動
の位置は，第一眼位及び第二眼位共に SIの値を以
つでした。記号は便宜上右眼に小梓を装用した時，
水平斜位で，光源より右側l乙光線条が出現する場
合，即ち内斜位を(+)，光源より左側に由る場合，
即ち外斜位を(一)，正位を (0)として記載した。
IV. 実験装置，方法及び材料 
1. 実験装置(第 1図参照)
千葉医大附属病院内の 4階と 5階との聞の階段を 
利用す。階段の跳場K被検者の限の位置0を定め，
其の直前方 5階の床i乙第 1のスカラ aを，其の上 
方，及び下方K夫々第2，第 3のスカラ b，cを装置
第1図検査場略図
天井
三三三三三i三卦 

でζ:JJJE三三;:12三三三ト 
4陪 〈檎函) I (正面〉 
A B，Cは各 M民正切スカラの中心， a，b，cは
は，第二眼位K於ける限位変動の程度を検討 衝立の
， 
窓， 0は眼の位置， AO=BO=CO=5m， 
するのが目的でもあるので，前節に述べた如 LAOB=300= LAOC。
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し，夫々の光源 A，B，ぴCがよ Oりの距離は何れ (イ) 右方 15度を測定するには，第一眼位測定
も5m，而して角 AOB，角 AOCが夫々 30度をな の場合に於ける被検者の体位を，その偉，鉛直軸の
す様K， 5階の天井， 4階の床l乙設け，各スカラの 廻りに左方へ 15度廻す。視線は窓がを通して，ス
作る平面は，その光源 (100V-100 W)とOとを結 カラ aを向かせる。即ち，視線は右方 15度を向く
ぷ直線に垂直ならしめる。叉Oの直前に 3個の窓を 事lとなる。スカラ a上の値を読みとり測定する。
有する衝立をおき，その窓は開扉時，各スカラをo (ロ〉 右方 30度を測定するには，右方 15度測定
より望みうる様にする。 時の体位を更に，左方へ 15度廻し，視線のみスカ 
Maddox氏小梓は視線lζ垂直ならしめる為，叉固 ラaK向けしめ，即ち，視線は右方 30度にむく事
定された頭部，体躯に対して9 最も簡単ならしめる になり，スカラ a上の値を読みとり測定する。
様，被検者lζ把持させた。(ハ〉 左方 15度及び左方 30度を測定するには，
顎台は頬枠付で，左右廻転 15度， 30度を正しく 右方 15度，及び右方 30度測定に為したる方法を，
する為，分銅を顔面正中線に下し，更に顎台下に設 即ち，第一限位測定時の被検者の体位を，その億鉛
けた角度計を指示する様に装置した。 直軸の廻りに右方へ 15度，及び30度廻し，視線の 
2. 実験方法 みスカラ aKむかはしめ，視線は左方 15度，及び
被検者の眼の位置がOK来る如く，頬枠付顎台n: 30度をむくこととなり，スカラ a上の値を読みとり
固定する。 測定する。
第一眼位測定の場合には，被検者を直前方のスカ 前述の如く，第二限位測定の場合，小梓は常lと光
ラaK直面させ，直立させて，頭部の前後左右の傾 源と視線に直角lと保持されねばならず，叉計測値の
斜を除き，衝立の窓 alのみを聞いておく。次に小 決定l乙当つては必ず，光線条の傾斜及び響曲のなき
梓を一眼の前l乙装用させ，光線条の傾斜，轡曲のな 事を確めた。
き事を確認し，正切スカラ上の値を読みとり，同様 3. 実験材料
の操作を他眼にも行う。 検査人員 45名，全部 20才より 25才迄の男子で
1) 垂直第二眼位測定の場合 あり，両眼共視力は1.0乃至 2.0の正視で，両眼視
(イ) 上方 30度を測定するには，衝立の窓 Vの 可能の者で，眼疾患を認めず，学力はすべて高等学
みを聞き，頭部固定は第一眼位測定の場合のままに 校卒業以上の者である。理解力の悪い者，応答の判
して，視線のみをスカラ bKむかはしめ，スカラ b 然、たらざる者は除いた。而して，被検者 45名の中，
上の値を読みとり，測定する。
(ロ) 下方 30度を測定するには，衝立の窓c'の 第 1表 第一眼位における眼位の例数とその百分率 
みを開ふ頭部固定は第一眼位測定の場合のままに l正 位|外斜位|内斜位|
して，視線のみスカラ cKむかはしめ，スカラ c上
例数 I 9 1 23 1， 13 己
計
の値を読みとり測定する。 
2) 水平第二眼位測定の場合 百分率I20.0% I51.1% I28.9μl 剛
第 2表 第一眼位において正位なるものの各方向第二眼位における眼位と度数 
0 0 0No.1姓名|第叩位 i右 150_1右ザ|左 15 I左 30 1上 30 I下 W 
1 QT. S. (十)0.5 (+) 0.5 (+) 0.3 (+) 0.7 (十)0.3 (十)0.2。 。 。 。 。 。 。T. Y. 2 。 。3 S. A. (+) 0.2 (+) 0.5 (+) 0.5(十)0.2 (+) 0.2。 。 (+) 0.5 。 (+) 1.0 。T. K. 4 (+) 0.2。 。(+) 0.55 T. H. (+) 1.5 (+) 1.0(十)0.5 (+) 0.5。 。 (+) 0.5 。 。(+) 0.2 (+) 0.56 N. O. 。 。K. T. (+) 0.27 (+) 0.5 (+) 0.2 (+) 0.5 (+) 0.2。 。 (+) 0.5 。 (+) 0.58 S. 1. 。 。 。 (+) 0.29 H. 1. (+) 0.5 
(+)……内斜位を示す。
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第 3表 第一眼位 lとおいて外斜位なるものの各方向第二眼位における眼位とその度数 
No. I姓名 l第一眼位|右 
(-) 
(ー )
(ー )
15
0 I右 300 I左 150 I右 300 I上町|下 300 
0.5 
0.7 
0.8。 
1.0 
1.2 
1.0 
0.8。 
0.9 
0.7。 
0.2 
1.5 
0.7。 
0.5 
0.2 
1.0 
2.5 
0.2。 
0.3 
(ー )0.2 
(ー )0.5 
。。。
。 
。 
。。
。。
(ー )0.7 
(ー )1.0 
(ー )0.8 
(ー )0.2。
(一)0.8 
(ー )0.7 
(+) 0.1 
(-) 0.8 
(+) 0.5 
( -) 1.0 
(ー )0.5 。。
(ー )0.5 
(-) 0.7 
(ー )0.2 
(ー )0.3 
てー )1.0 
(-) 1.1 
(-) 0.5 
(-) 0.5 
( -) 0.1 
(-) 0.7 
(ー )0.5 
(+) 0.2 
(-) 0.2 
( -) 1.0 
(ー )0.8。 
(-) 0.5 
(ー )0.2 
(ー )1.0 
(-) 0.5 
(ー )0.5 
。
。
。
。。
。。。。
。。。
(ー )0.2 
(-) 1.0 
(ー )0.9 
(ー )0.5 
(ー )0.2 
(ー )0.2 
(+) 1.0 
(ー )1.0 
(-) 0.2 
(+) 0.5 
(ー )0.5 
。
。
。
(ー )0.7。
(ー )0.7 
(ー )0.2 
(ー )0.8 
(ー )1.5 
(ー )0.4 
(ー )0.8 
(-) 1.0 
(一)0.8 
(-) 0.8 
(-) 0.8 
(ー )1.0 
(ー )1.0 
(ー )0.5 
。。
〈ー )0.7 
(ー )0.7 
(一)0.7 
(ー )0.2 
(ー )1.0 
(ー )1.2 
(ー )0.7 
(ー )1.0 
(ー )0.6 
(+) 1.0。 
(-) 0.9 
(-) 0.8 。 
(-) 0.5 
(ー )0.5 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
K. S. 
S. S. 
K. F. 
I. S. 
S. A. 
1. M. 
H. T. 
(ー )1.0 
(ー )1.0 
(ー )1.0 
(ー )0.2 
(ー )1.8 
(ー )1.2 
(ー )1.0 
(ー )
(ー )
(ー〉
(一)O. T. 8 (ー )1.0 
H. K. 9 (ー )0.2 
G. S. 10 (-) 1.0 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
M. O. 
I. S. 
K. Y. 
U. H. 
Y. I. 
J. M. 
J. K. 
H. H. 
(ー )1.0 
(-) 0.8 
(ー )0.3 
(ー )1.8 
(-) 0.8 
( -) 1.0 
(ー )1.0 
(-) 0.5 
(ー〉
(一) 
(-) 
(一)
(ー ) 
(-) 
(ー〉
19 T. 1. (-) 2.0 (ー〉
K. Y. 20 (ー )2.0 (一〉
(ー )21 S. K. (ー )0，5 
T. A. 22 (ー )0.5 
23 A. O. (ー )0.7 (ー ) 
第 4表 第一眼位において内斜位なるものの各方向第二眼位における眼位とその度数 
0 0 0
No.1姓名|第一眼位|右 15 I右 30 I左 15 I左 300 I上 300 I下 300 
-: 
1 T. A. (+) 0.2 ( + ) 0.2 (+ ) 1.0(十~ ~.: I~ ~ =.~ (+) 0.2 (+) 0.1 
2 K. K. (十)0.3 (+) 0.7(+) 0.2 (+) 0.2 I(十)0.5 (+) 0.4 (+) 0.2 
3 T. K. (+) 0.5 (+) 0.8 (+ ) 1.0 (+ ) 1.0 (+) 3.0 (+) 1.0 (十)1.0 
4 H. O. (+) 3.0(+) 0.8 (+) 2.0 (+) 2.0 (+) 3.0 (十)1. 0 (十)1. 0 
5 H. H. (+) 1.5(+) 1.0 (+) 1.5 (+) 1.5(-1-)1.0 (+) 1.2 (十)1. 0 
K. A. (+) 1.06 (+) 2.0 (+) 0.5(十)0.5 (+) 0.5 (+) 0.5 (+) 0.5 
H. G. 7 (+) 0.2(十)0.2 (十)0.5 (+) 0.5 (+) 0.5 (+) 0.5 (+) 0.2 
H. S. 8 (+) 1.0 (+) 1.5 (十)2.0 (+) 1.5(+) 1.5 (+) 1.0 (十)0.5 
S. N. 9 (+) 0.5 (+) 0.5 (-1-)1.0 (+) 0.7(+) 0.5 (+) 0.5 (十)0.3 
K. A. (+) 0.5 (+) 0.510 (+) 1.0(十)1. 0 (+) 0.5 
T. K. (+) 0.6 (+) 0.6 (+) 1.0 (+) 1.0 (+) 1.011 
K. F. (+) 1.0 (+) 1.9 (+) 1.7 (+) 1.0 (十)2.012 
H. O. (+) 2.0 (+) 4.5 (+) 5.513 (十)3.0 (+) 3.0 
34名lζ対しては各々上下第二眼位，左右 15度及び xll)で 44である。従って総検査眼位数は合計 248 
30度第二眼位を検査した，即ち，検査限位の合計は になる。 
(6 x34)で 204である。残り 11名花対しては，左
右 15度及び 30度のみであり，即ち，計四つの第二
v.実験成績
眼位に就いて検査したものであり，その合計は (4 第一眼位及び第二眼位に於ける 45名の実験成績
第 2号 麻薙: 第二眼位に於ける眼筋平衡の研究 -917-
を，第一眼位1"(於ける眼位別Iζ分けて示すと，第 1，
第 2，第3及び第4表の如くである。 乙れらの成績
を以下逐次のべる。 
1. 第一眼位に於ける眼位 
第ー眼位lと於いて，正位は 9例 (20.0%)，外斜位
は23例 (51.1%)，内斜位は 13例 (28.9%)を占め
ている。
2. 第一眼位に於ける眼位別にみたる第二眼位の
態度
1) 第二眼位K於ける不動並びに変動l乙就いて
第一眼位に於ける各限位が，第二眼位に於いて示
した不動並びに変動の眼位数並びにその百分率は第
5表(其のわ に示す如くである〔第 5表(其のめ
参照Jo 
第5表その1. 第一眼位における眼位別に見たる

第二眼位における態度

一¥句不動|変動l計
眼位数 503218 
正位 100%64%36%百分率 
12811216眼位数 
外斜位 100%87.5%12.5%百分率 
705020眼位数 
内斜位 100% 
194 
71.4%28.6%百分率 
2481-| 100%計 百分率 78.2% 
(1)第一眼位lζて正位を示したものは 9例であっ
たが，その中 7例に対しては，上下第二眼位，左右 
15度及び 30度，計六つの第二眼位を， 2例応対し
ては，左右 15度及び 30度計四つの第二眼位のみを
検査した。即ち，検査眼位数は (6x 7)十 (4xわ
で 50であり，その成績を見るに，不動限位数は 18 
(36.0%)，変動眼位数は 32(64.0%)で後者が高率で
あった。
(2)次に第一眼位にて外斜位を示したものは， 23 
例であったが，その中 18例lζ対しては全6方向第
二眼位を， 5例IL対しては左右第二眼位のみを検査 
した。即ち，検査限位数は (6x 18) +(4 x 5)で
128であり，この中，不動眠位数は 16(12.5%)，変
動眼位数は 112(87.5%)で，後者が遥かに高率であ
った。 
(3)叉，第一限位にて内斜位を示したものは 13
例であったが，その中の 9例K対して全6方向第二
眼位を， 4例lζ対しては左右4方向第二限位のみを
検査した。即ち検査した眼位数の合計は (6 x9)十
(4 x 4)で計 70であった。その中不動限位数は 20 
(28.6%)，変動眼位数は 50(71.4%)であり，後者が
高率であった。
之を要するに，第二眼{立に於ける眼位の不動は正
位K最も多く，次で内斜位，外斜位の順であり， ~ 
方，限位の変動は外斜f立に最も高率に見られ，次で
内斜位，正位の)1買であった。即ち，第一眼位を中心 
にして，第二眼位に於ける限位の態度をみるに，第
一眼位に於いて示した各眼位が，第二限位の計測に
於いて，必ずしも一致するものではない事，即ち眼 
位の変動性を顕示している事を知った。
2) 第二限位に於ける変動の種類K就て〔第5表
(其の 2)参照〕
第5表その 2.'第一眼位における眼位別に見たる
第二眼位における変動の種類
官位時ー管職場|出ド鍛|計
眼位数 。。。32 32 
正位
百分率 100% 100% 
眼位数 3 65 38 6 112 
外斜位
百分率 2;7% 58.1% 33.9% 5.3% 100% 
眼位数 47 3 。。50 
内斜位
百分率 94.0% 6.0% 100% 
l同!日|曲|拍|部 i194
計 百分率 25.8%135.0%119.6%119.6%1 100% 
(1)正位の変動の種類 
前述の変動を示した 32の眼位はすべて内斜位に
転換し (100%)，外斜位に転換したものは全くなか
った。
(2)外斜位の変動の種類 
変動を示した 112の眼位の中には，その外斜位度
の増加及び減少，正位への転換，更に内斜位への転 
換があり，其の眼位数，百分率は表示するが如くで
あるが，その内訳は増加は 3(2.7%)，減少は 65
(58.1%)，正位への転換は 38(33.9%)，内斜位への
転換は 6(5.3%)を占め，外斜位度の減少が最も高 
率で，ついで正位への転換が高率を占めており，外
斜位度の増加は最も少なかった。
(3)内斜位の変動の種類 
内斜位の変動に就ては，内斜位度の増加及び減少
が見られた。即ち表に示す如く，内斜位度の増加は
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47 (94.0%)，減少は 3(6.0%)で，内斜位度の増加
が圧倒的高率であった。
以上，之を要するに，第一眼位の眼位を中心にし 
て，第二眠位に於ける変動の種類をみると，第一眼
位に於いて正位なるものは，変動すると，すべて内
斜位に転換し，第一眼位lζ於いて外斜位なるもの
は，高率にその斜位度の減少及び正位への転換があ
払低率ではあるが，その斜位度の増加及び内斜位
への転換が存在するを示した。叉，第一眼位l乙て内
斜位なるものは，圧倒的高率に於いて，その斜位度
の増加を示し，極めて低率にその減少を示した。 
3. 第二眼位に於ける方向別眼位分布状態 
1) 第一眼位に於いて正位のものの，第二眼位に 
於ける変動の方向別分布状態(第6表参照〉
全体としては不動 18(36.0%)，変動32(64.0%) 
であったが，之を方向別にみると，不動は右 15度
45%，右30度 22%，左 15度 45%，左30度 11%，
上 30度 14%，下30度 86%であった。即ち下30度
が最も高率，左右 15度同率で之はつぎ，右30度，
上 30度，左30度と順次低率となった。即ち第一眼
位K於いて，正位のものが，第二眼位に於いても不
動なるは下 30度lζ最も多く左右方向では角度の少'
き方に多い事を示した。叉，変動は右 15度 55%，
右 30度 78%，左 15度 55%，左 30度 89%，上30度
86%，下30度 14%を示し，左30度，上30度K極
めて多く，次いで右30度，次lζ左右 15度同率，下 
30度と順次少なくなった。即ち変動は上下方向では
上 30度lζ著しく，左右方向では角度の大なる程，
第6表 第一眼位において正位のものの第二眼位における方向別分布状態
0 0 0 0 0方 向|右 150 I右 30I左 15I左 301上 30I下 30I 計
眼位数 1 1 1864 
不 動
86% 36%14~合45% 11%百分率 
転内斜位へ換 
。 G 。 。 。 。 。変動
外転斜位へ換 限位数
百分率
計 |恨位数 1 9 1 9 I 9l 9 l 7 
100% I100%百分率 100% I100% I100% I100% I100% 
328 6 17 55 
55% 89% 86% 14% 64%78%百分率 55% 
第7表 第一眼位lとおいて外斜位のものの第二眼位における方向別分布状態
方 向|右 150 I右 300 I左 150 I左 300 I上 300 I下 300 1 計
眼位数 2 。 1 1 7 5 16 
不 動
百分率 9% 。% 4% 4% 39% 28% 12.5% 
増斜位度加
眼位数 1 。 1 。 1 。 3 
百分率 4% 0% 4% 0% 5.5% 。% 2.3% 
減斜位度少
眼位数 15 11 17 8 6 8 65 
百分率 65% 48% 75% 35% 33.5% 44.5% 50.8% 
変動 
5 10 3 12 4 4 38 
転換百分率 22~合 43% 13% 52% ー22% 22% 29.7% 
転内斜位へ換 眼位数
。 2 1 2 。 1 6 
百分率 。% 9% 4% 9% 0% 5.5% 4.7% 
限位数 21 23 22 22 11 13 112 
計
百分率 91% 100% 96% 96% 61% 72% 87.5% 
計 l恨位数 ln [nl nl n| 18 118 1m 
百分率 100% I100% I100% I100% I100% I100% IWO% 
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変動も高率で、あった。 (2)斜位度の減少は，右 15度に 65%，右 30度に 
2) 第一眼位lζ於いて，外斜位のものの，第二眼 48%，左 15度に 75%，左 30度に 35%，上 30度に
位Iζ於ける方向別分布状態(第 7表参照) 33.5%，下 30度f"C44.5%見られた。即ち斜位度の減
全体としては，不動は 16(12.5%)，変動は 112 少は，上下 30度では下 30度にや〉多く，左右方向 
(87.5%)であったが，之を方向別にみると，不動は では左右共に 15度が 30度より高率であった。 
度に30，右lζ22%度15正位への転換は，右(3)4度3θ，左4%度15，左0%度30，右9%度15右 
%，上 30度 39%，下30度 28%であり，上下 30度 43%，右 15度に 13%，右 13度に 52%，上下30度
比多く，次に右 15度，左 15度及び左 30度と少くな 共に 22%であった。即ち上下方向では上下同率，
り，右 30度Kは全く認められなかった。即ち，不 左右方向では左右共に 30度が 15度より著しく高率
動は上下方向では上 30度が下30度よりや〉多く， であった。
左右 15度と 30度とでは右方では 15度に多く，左 (4)内斜位への転換はその眼数は少なかったが，
方では同率であった。 右 30度，左 30度に夫々 2，左 15度，下 30度に夫
変動は，右 15度 91%，右 30度 100%，左 15度96 々1を見，右 15度，上 30度には見られなかった 0
%，左 30度969合，上初度 61%，下30度72%であ 前記の如く斜位度増加の例数が少くなかったが，
った。即ち，変動は右 30度，左 15度及び 30度比特 上述の (2)，(3)，(4)を綜括して考察してみると， 
K著しく，右 15度が之につぎ，つぎに上 30度，下 上下方向の比較にては特記すべき事は見られなかっ
た。度 3ο度と減少した。即ち上下方向では変動は下30
にや〉多く，左右方向では右方にて右 15度より右 左右方向をみると，減少は左右共 15度が 30度よ 
30度に多く，左方では 15度及び 30度と同率であつ り高率，正位への転換は左右 30度が 15度より高
た。 率，又例数少きも，内斜位への転換が左右 30度に
次に変動を更に，斜位度の増加及び減少，正位へ 夫々 2を見fこζとである。即ち左右 15度と左右 30
の転換，更に内斜位への転換とそれぞれわけで，表 度との比較に於いて，斜位度の減少，正位への転
をみると，全体として，斜位度増加は 2.3%，斜位度 換，更に内斜位への転換の傾向は，右 15度に於い
減少は 50.8%，正位への転換は 29.7%，内斜位への では夫等百分率の合計は (65 +22 +0)で87%，
転換は 4.7%を示した。即ち，斜位度の減少が最も 右 30度にては (48+ 43 + 9)で 100%，左 15度比
高率で，次に正位への転換が多く，内斜位への転換 て (75 +13十 1)で89%，左 30度にて (35 +52 
及び外斜位度減少と低率であった。+9) で96%であり僅かではあるが左右共30度が
次lと之等の変動の各種を方向別にみると， 15度より大である事を示した。 
(1)斜位度の増加した限数は僅かであったが，右 3) 第ー眼位に於ける内斜位のものの第二眼位に 
15度，左 15度及び上 30度に夫々 1例宛見られ，そ 於ける方向別分布状態は第8表の如くである
の他の方向lとは見られなかった。(第8表参照)
第8表 第一眼位において内斜位のものの第二限位における方向別分布状態
方向|右 150 I右 300 I左 150 I左 300 I上 300 I下 300 I計
6眼位数 
弓ミ 動
45%百分率 
増斜位加度
。眼位数
減斜位少度変動
百分率 0% 
7眼位数 
計
55%百分率 
。 
。% 
。
。%
13 
100% 
6 
45% 
。
。%
7 
559も 
。 
0% 
。
。% 
13 
100% 
4 
45% 
。 
0% 
5 
55% 
204 
28.6%45% 
3 3 
4.3%339合 
5 50 
71.4%55% 
7 477 13 13 25限位数 
55% 100% 67.1%55% 100% 55% 22%百分率 
計 [眼位数| 13 113l 13 1 13! 9I 9 I 70 
百分率 100% I100% I100% I100% I100% I100% I100% 
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全体として，不動は 28.6%，変動は 71.4%であっ
たが，之を方向別にみると，不動は左右 15度及び
上下 30度比夫々 45%あり。左右 30度には全く見
られなかった。次に変動をみると，右 15度 55%，
右 30度 100%，左 15度 55%，左 30度 100%，上 30
度 55%，下30度 55%であり， 左右30度比於ては
すべて変動を示し，左右 15度及び上下30度にては
約半数例が変動した事を示してる。
次に変動を，斜位度の増加及び減少から見ると，
増加は内斜位中の 67.1%，減少は 4.3%を占めて居
り，増加が圧倒的に高率であった。即ち，減少は下 
30度に於いて 3例を見Tこのみである。斜位度増加を
方向別にみると，左右 15度rc.55%，左右30度に 
100%，上 30度に 55%，下30度に 22%であった。
即ち左右 30度にてはすべて斜位度増加を見，左右 
15度及び上 30度にては約半数例に於いて増加する 
を示した。下 30度に於ける変動については，眼位
数はそれぞれ 2及び 3，百分率にては 22%，及び 33
%であった。
4) 	 外斜位の正位及び内斜位への転換，既に第2
項に於いて述べた所であるが，時として存在し得べ
き事も考えられる事であるが，私の実験 K於いて
は，第7表I乙示したる如く外斜位の 29.7%が正位
rc.，叉4.7%が内斜位K転換せる事を示した。 
4. 	 第二眼位に於ける斜位度の変化
次l乙第一眼位の眼位が各方向第二眼位lζ於いて示
した変化を，斜位度の程度から吟味してみよう。市
)，，増加せるものを(+0して変化のなかったものを 
減少せるものを(ー)，として計算した。市して正位
に於いて，内斜位lζ転換せる場合l乙は十，外斜位lと
転換せる場合には(一〉の符号を附した。叉，外斜
位が内斜位lζ転換した場合にはi外斜位がその斜位
度を減少し正位となり，更に正位から内斜位K転換
したものとし(ー〉の符号を附して計算した。第 9，
10，11表は表中の「斜位度Jの項は複数の眼位数の 
時は平均値，単数の時比はその例の値を記入してあ
る。
1) 	 第一眼位lζ於いて正位なるものの斜位度の変
化(第9表参照)
第9表第一眼位において正位なる
者の斜位度の変化
第二眼位|右吋右吋左目。|左吋土利下300
同1 斜位度 I~I~I~I~I~I~/1/1/1/1/1/ 
斜位度は平均値
眼位数 5 7 5 1 
+ 
斜位度 0.320 0.640 0.280 0.650 i0.270 0.200 
2 4 1 1 6。
斜位度 00 00 。 。 。 。 
(+)は右 15度にて眼位数 5，斜位度の平均 0.32
度，右 30度比て 7，0.64度，左 15度にては 5，0.28
度，左 30度比て 8，0.65度，上 30度にて 6，0.27 
度，下30度Kて1，0.20度で、あった。即ち，左右30
度が他に比して著しく大で，左右 15度は約2分の 1
であり，上下では上30度が下30度よりや〉大であ
った。 
(0 )は左右 15度に眼位数4みられ，左右 30度よ
り多くみられ，上下では下30度が上 30度より眼位
数を多くみた。
(ー)即ち，斜位度減少(即ち外斜位への転換)は
全くみられなかった。 
2) 第一眼位に於いて外斜位なる者の斜位度の変
化(第 10表その 1参照)
(十〉即ち外斜度増加は右 15度， 左 15度，上 30
度比各1例で， その値は夫々 0.5度， 0.1度， 0.3度
であった。 (0)即ち限位不動は右15度rc.2，右 30
度になく，左 15度及び 30度に各 1例，上 30度K 
7，下 30度rc.5，計 16例見られた。〈ー〉は右 15度
第 10表その1. 第一眼位において外斜位なる者の斜位度の変化
0	 0 0 0 0第 一 眼 位 l右 15I右300l左 15I左 30I上 30 I下 30
眼 位 数 
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京} 位 度 
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十0.10
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眼
位
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第 10表その 2. 第一眼位における外斜位度別に見?こる斜位度の変化 
ιι~I 右 15' III 上 30' I右 300 左 150 左30' I 下 W 
a 群 1rすこ銭。 I 0 I-0.350卜0.300 I-0.400卜0.250 I- 0 -0.23 0.25
b 群 lrzriiL卜oωo I -0 I0.920卜0.56 -0.700-0ωo I0.56 - 0 I 
C 群|ゑ12 空1.9~ I -0.700 j-1.150 j-1.030 j-1.2ア j_1.00 -0.850 
に20例，その斜位度の平均は 0.32度，右 30度に
23，その平均値 0.68度，左 15度に 21，その平均値 
は0.54度，左 30度に 22，その平均値は 0.87度，上
30度に 10，平均 0.59度，下 30度に 13，平均 0.62度
であった。即ち左右30度が左右 15度より大であ 
り，又左方向が 15度に於いても， 30度比於いても，
右方向より梢々大なる値を示し，又上下 30度比て
は，下 30度が上30度よりや〉大なる値を示した。 
次l乙第一眼位に於ける外斜位で，斜位度の減少し
たものK就いて，それを第一眼位lζ於ける斜位度の
程度別に減少の程度を比較すると第 10表その 2の 
如くである〔第 10表(其の 2)参照〕。
即ち，第一眼位の外斜位中 0.1.-0.5度を a群， 0.6
--1.0度を b群， 1.1度以上を c群として，斜位度の
変化を比較すると， 右 15度では a群が 0，23度， b 
群が 0.40度， c群が 0.70度，右 30度では a群 0.35
度， b群 0.68度， C群1.15度，右 15度では a群 0.30 
度， b群 0.56度， c群1.03度，左 30度では夫々 0.40
度， 0.92度， 1.27度で，上 30度では夫々 0.25度，
0.56度， 1.0度で，下 30度では夫々 0.25度， 0.70 
度， 0.85度であった。之を見ると c群の変化度がい
I 
ずれの方向に於いても最大を示し， b群が之につぎ， 
a群がいずれの方向に於いても最小を示した。即ち
第一眼位に於ける外斜位度の大なる程，第二眼位に 
於いて示した斜位度の減少の平均値が大であった。
3) 第一眼位K於いて内斜位なるものの斜位度の
変化〔第 11表(其のわ参照〕
(+)即ち斜度の増加を示した眼位数は右 15度に
7，その斜位度変化の平均 0.91度，右 30度に 13，平
均 0.99度，左 15度比 7，平均 0.57度，左 30度比 13，
平均 0.84度，上 30度比 5，平均 0.28度，下30度比
2，平均 0.35度であった。左右共に 30度が 15度よ
り変化度が大であり，又右方と左方とでは， 15度及
び 30度共右方が左方より大であり，上方と下方と 
では下方が柏々大であった。
(0)即ち斜位度の変化を示さなかった眼位数は
左右 15度比夫々 6，左右30度にはなく，上下30度
1"[夫々 4を示した。
(ー〉即ち斜位度の減少を示した眼位数は下 30度
にのみ三つ存在し，斜位度の変化の平均は 0.27度で 
あった。
次に第一眼位の内斜位で，斜位度の増加したるも
第 11表その1. 第一眼位において内斜位なる者の斜位度の変化
第二眼位|右 150 I右加。|左 150 I左旬。|上初。|上初。
限 位 数 257 7 1313 
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第 11表その 2. 第一眼位における内斜位度別に見たる斜位度の変化
憶孟ι』右 15' I 左 15' I 上 30' I右 30' I 左 30'I 下 W 
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のに就いて，それを第一眼位の斜位度の程度別に比
較すると，第 11表(其の 2)の如くであった〔第 11
表(其の 2)参照〕。
即ち，第一眼位の内斜位中 0.1--0.5度を a群， 0.6 
---1.0度を b群とし， 斜位度の増加の平均を比較す
ると，右 15度では a群 0.40度， b群 0.77度，右 30
度では a群 0.63度， b群 0.94度，左 15度では 0.30
度， 0.70度，左30度では 0.76度， 0.92度，上 30度
では 0.33度， 0.35度，下 30度では 0.30度， 0.35度
を示した。各方向共すべて b群の値が a群より大で
あった。即ち第一眼位に於ける内斜位度の大なる者
の方が，内斜位度の小なるものより，増加の平均値
が大きい事を示した。
以上，第一限位記於ける眼位を中心として各方向
の第二眼位に於ける眼位変化の程度について述べた
ものであるが， 乙の変化の程度の大なるもの程，第
一眼位K於ける眼位からの隔りが大であり，前述の
如く正位及び内斜位K於ける(十)は，正位では内
斜位への転換を示し，内斜位ではその斜位度の増加
を意味する。(ー)は外斜位及び内斜位に於いては 
斜位度の減少を示し，正位l乙接近する事を示したも
のである。 
VI. 総括並びに者按
官頭に述べ7こ如く，限位に関しては，我が国民於
でも，従来多数の研究があるが，其等は主として眼
位の計測上の問題，眼位が眼機能に及ぼす影響，或
は眼精疲労等との関係に於いて考察したものであ
り，何れも第一眼位fL於いてのみ行われたものであ 
る。然るに実生活の視能の観点よりすれば，第二限
位，第三眼位をとる場合が多く，其の際に於ける眼
筋平衡状態は必ずしも，第一眼位の場合と一致する
とは考えられないのであって，伊東教授が，第二或
は第三眼位l乙於ける限筋平衡の問題を提唱された所 
以もこ〉にあるわけである。 
而して，第一眼位K関しては，既に木村氏の発表
せる所であり，私は即ち第二眼位の眼筋平衡状態を
第一眼位との関連K於いて種々の観点から検討した
ものであるが，乙〉にその実験成績を総括し，更に
その成績について少しく考察してみたいと思う。 
1. 第二眼位に於ける眼位の態度
( 1 ) 眼位不動と眼位変動とあり。今，それらの
頻度を第一眼位に於ける眼位別に図示すれば，第2
図の如くである(第2図参照)。即ち，眼位不動は，
正位rc.36%， c.内斜位r28.6~る，外斜位1[ 12.5%あ
第 2図 第ー眼位の限位別l乙見Tこる
変化とその百分率
|博物惜4.7%l
転正イ立へ換の
愛車J I I 29.7% 
64% I I i斜微増 
67.1% 
II 
楽地度減 
50.8'% 
五社 内?主斗4立
り，眼位変動は外斜位1[89.5%，内斜位1[71.4%，. 
正位1[64%あった。
(2) 限位不動は，正位では下 30度，外斜位で
は上 30度，内斜位では左右 15度と上下 30度比最
も多くみられた。 
(3) 眼位変動K就いてのべると，正位に於ける
変動はすべて内斜位への転換を示した。外斜位の変
動Kは，外斜位の程度に増減を示せるもの，正位へ
の転換を示せるもの，及び内斜位への転換を示せる
ものがあった。その百分率を示すと，外斜位の程度
の増加を見たもの 2.7%，程度の減少を見たもの
58.1%，正位への転換をみたもの 33.9%，内斜位へ
の転換を示せるもの 5.3%であった。次に内斜位陀
於ける変動には，その内斜位の程度の増加と減少と
があって，前者は 94.0%であり，後者は 6.0%であ
った。
(4) 変動を方向別にみると，正位では左 30度
I乙，外斜位は右30度1[，内斜位l乙左右30度比最も
多くみられた。叉，外斜位変動の中で，斜位度減少
は左右 15度比多く，正位への転換，及び内斜位転
換は左右 30度に多くみられた。全眼位とも，不動
は左右 15度が 30度より多く，変動は左右 30度が
15度より多くみられた。上下 30度を比較すると， 
，正位は上 30度K，外斜位は下 30度比変動が多く， 
内斜位は上下相等しい。しかし内斜位で上 30度と
下 30度との変動をみると，斜位度増減という内容
に於いて相違がある。即ち上 30度にては増加が，
下 30度にては減少が多く見られた。
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(5) 変化の程度について述べると，正位に於い
て，変化の程度の最も大なる方向は右 30度であり，
最も小なる方向は下 30度であった。外斜位l乙於い
て，最大は左 30度，最小は右 15度であった。次に
内斜位K於いて，最大は右30度，最小は上 30度で
あった。叉，外斜位及び内斜位の変化の程度は，第
一眼位l乙於ける斜位度の大なるもの程R，それに比
例して大きくなる傾向を有する事を認めた。 
(6) 変化の程度の平均を，左右 15度と左右 30
度とで比較すると，各斜位共，左右 30度の変化の
程度の平均が大であった。 
(7) 更に;その平均を上 30度と下 30度とで比
較すると，各斜位共に著しき差異を認めえなかった。 
( 8 ) 以上，私の得た成績を模型的に示すと，次
の如く表す事が出来ると思う。即ち，
(イ) 第ー眼位 l乙於ける各眼位の左右 15度及び 
30度比於ける変動の状態を模型的に示すと，第3図
の如くなる(第3図参照〉。
第3図左右 15度及び 30度における
各眼位の変化の状態 
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横軸は中央lζ正位をとり eその右側は内斜位の度
数，左側は外斜位の度数を示し，縦軸の中央は第一
眼位，上方は視線を右方へ向けた第二限位。下方は
視線を左方へ向けた第二眼位の角度をとる。そのブ
ラフであるが，まず正位は第ー限位l乙於いては Oよ
り始まり，第9表を参照、にしてみると，右 15度で
は0.32度，右30度では 0.64度， 左 15度では 0.28
度，左 30度では 0.65度の内斜位になるので，夫々
の度を結べば，曲線(工〉が出来る。
次I乙外斜位であるが，第一眼位l乙於いて，外斜位
であったもののその斜位度の平均は1.02度である
が，それを起点として，第 10表に従って曲線 (ll)
が出来る。即ち，第一眼位の1.02度を横軸外斜位の
側にとり，右 15度では(1.02-0.32)即ち 0.70度，
右 30度では(1.02-0.68)即ち 0.34度，左 15度では 
(1.02-0.54)即ち 0.48度，左 30度では(1.02-0.87)
即ち 0.15度と，その各点を結べは曲線 (ll)となる。
次l乙内斜位の曲線は，第一眼位lζ 於ける内斜位
の，その斜位度の平均 0.72度であるが，それを起点
として，第 11表K従って曲線 (TII)を描く事が出来
る。.T!IJち，第一眼位の 0.72度を横軸上にとり，右 
15度では (0.72 +0.91)即ち， 1. 63度，右30度で
は (0.72+ 0.97)即ち1.69度，左 15度では (0.72 
+0.57)即ち1.29度，左 30度では (0.72 +0.84) 
即ち1.56度と，それら各点を結べば，曲線 (TII)を
うる。
(ロ) 第一眼位に於ける各眼位の，上下 30度lζ
於いて示した変動を模型的に示すと，第4図の如く
である(第4図参照〉。
第4図上30度及び下30度における
各眠位の変化の状態
よ'}r 
LO~I 
IOI.) 
/M4:位 
1叫 ωS 0.5ム材T.了 Ra.~~立 
(+) 
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即ち，横軸は(イ〉の如く右側を右側を内斜位の
度数，左側を外斜位の度数にして，縦軸は上方を上
方第二限位，下方は下方第二限位の角度をとる。第
3図の如く，第一眼位に於ける正位は 0，外斜位は 
1.02度，内斜位は 0.72度を基点として，第9，10，11
表K従って各曲線 1，l，TI出来る。即ち正位は O
より初まり上 30度にて 0.27度，下30度比て 0.20
度，外斜位は1.02度より始まり，上 30度では(1.02 
-0.59)即ち 0.43度，下30度では(1.02-0.62)即
ち0.4度， 内斜位は 0.72度から始まり，上 30度で
は(0.72十 0.28)即ち1.0度，下 30度では (0.72+ 
0.35)即ち1.07度と，各斜位別の曲線が出来る。
第3，第4図を見ると，第3図に於ては，すべて，
左右第二眼位にすると内斜位に傾向があるが，特l乙
外斜位の曲線に於ては，正位l乙近づく事が著しい。
第4図をみると，第3図を極めて相似した内斜位l乙
傾く傾向を有してる。しかし，之等の図は概括的の
ものであり，これらの曲線から除外したる，外斜位
中のその斜位度増加せるもの，内斜位中の，その斜
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位度減少せるもの等に対しては，今後の研究に待た
ねばならない点が多い。 
2. 測定方法に就いて
先ず，第二限位測定lζ於いて，被検者と目標との
距離及び角度の関係から，大なる空間を必要とする
が，私は階段の跳場利用lとより，大いに測定を簡易
にした。 Friedenwald氏の方法は，被検者の直前方
に中心を有する棒を，被検者の前額平行面上に廻転
させ，棒の中心及び両端にある灯火を被検者の注視
線が追う事lとより，種々の眼位をとらせる方法で，
Stevens氏の Phorometerを以って測定した。乙 
の際，遠距離限位~j;，各方向の注視線が第一眼位と
20度をなす様Kしである。叉，知識吉彦氏は，長さ
10cmの Maddox氏小梓を作製し，之を一眼前に
装用し，眼前 1mの距離に光源をおき，之を左右 45
度迄動かし，その際の両眼像の運動速度，及びその
距離の変化を観察してる。
本法では， (千葉医大式ー伊東教授法) 目標を 3
個，上中下に設け，上下の目標は上下第二眼位測定
に使用し，中央の目標は第一眼位及び頭部を体躯と
共K鉛直軸の廻りに廻転させ，視線のみ中央の目標
にむける事により，相対的に第二眼位をとらせ，左
右第二眼位を 15度と 30度とに行った。 ζの事は実
生活に於ける視能の面から考えれば当然考慮さるべ
き問題であろう。 ζの測定方法は狭小なる空間にも
拘らず，充分な角度と，充分なる距離5mをとる事
を得た。更に 3個の窓lζ扉を有する衝立の利用によ
り，他目標l乙対する注意力の散逸する事を防ぎ得
Tこ。か〉る装置を考案し，実験せる報告は，現在迄
内外lと見出されない。各目標には Maddox氏正切
スカラを備えつけ， Maddox氏小梓を通して測定し
た。実験の基礎理論の項lζ も詳述した如く， Doppel-
prisma，Stock氏の Phorometerを用いず，簡単
であると共!L，遠距離眼位測定にも，最も正確なる 
Maddox氏法を用いた点が，本法の特徴と云うべき
であろう。 
3. 眼位の変化に就いて 
眼位変動に関する文献をみるに，初見金三郎氏
は，電話交換手の勤務前後K於ける限位の変動，兼
子周吉氏は身体疲労は一時的に眼位を変化させる。
殊に外斜位に於いて著しいと云い，吉川辰男氏は測
定器械により差があると云い，安井正俊，高橋栄両
氏は計測距離による変化をのべ，宇都宮公次氏は眼 
位の日差に就いて不規則なる変動のある事を指摘 
し，大野憲吉氏は，いわゆる眼位変動説をのべ，そ
の説明として，眼位は種々の要素，即ち解剖学的要
素，及び神経衝動の要素の綜合であると云い，かっ
それを実証した。
次lと第二眼位lと於ける眼位の変動については，知
識吉彦氏は，両眼注視運動が正しく行われるものな
らば，眼像の運動速度，及び距離には変化は認め
ず，叉内外直筋の強弱があれば両眼像の運動速度は
あい異なり，その相互の距離も常に変化すべきであ
りとして，被検者の 5分の 4!r内直筋機能強力，及
び外転の機械的制限を認むべき者を見出した。 
Hering民， Hofmann氏は，側方へ視線をむける
時Kは，一眼の内直筋 ι他眼の外直筋も，同等の 
神経衝動を受けるが，外直筋は内直筋より余計に抵 
抗に打勝たなければならず，なおかつ，外直筋の力
が，内直筋の力より劣るが故!L，両眼視線は側方に
向う程，車直接位をとりたがる傾向がある。j と云つ
ておる。 Bielschowsky氏は「単純なる筋性斜位の
場合には，すべての注視方向K於いて，偏筒は不変
であるが，麻痔性斜視の場合には，注視方向に関係
して変化する。しかし， ζの法則は唯限られた範囲
内で適用されるものである。即ち筋性斜f立によるも
のも，水平偏位角は，側方視の場合，高度ではない
忙しでも変化し，之lζ対し，視平面の上昇及び下降
の際は，しばしば高度の変化，云う迄もなく，上昇
の場合は開散位を，下降の場合は轄鞍位をとる傾向
がある。j と云っておる。 Friedenwald氏は，比較
的狭い範囲内の各注視方向に於いて検査したもの
で，斜位の種類及び程度の変化する状態を斜位不同 
(Anisophoria)と云い，外限筋の障碍等についての
べておる。更に Duane，Worth，Stvens氏等米国
眼科学者が，遠見時には正位なるも，近見時l乙は軽
度の外斜位を示す事をのべ，之を生理的外斜位とよ
び，その原因として，内直筋機能不全によるもので
なく，輯鞍及び開散神経衝動の過不足lと帰すべきで
あるといっている。市して，限位が単なる解剖学的
要約によってのみ規定せらるるものに非ずして，中
枢よりの神経衝動(轄駿と開散)と末梢器官の感受
性が之氏加わり，其の綜合の結果，眼位が構成され
るとは Livingston氏，伊東教授の指摘する所であ
るが，私の行なった第二限位の実験に於いて，上述
の如き変化の出現した事も，一応考え得る所である。
即ち，実験成績中の第3及び第4図は，第一眼位
K於いて正位であったものが，第二眼位にて内斜位
l乙転換し，第一眼位にて外斜位であったものが，第
二眼位Kてその斜位度を減じて，正位に近づく事を
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示し，叉，第一眼位lζて内斜位なるものが，第二限
位にてその斜位度の増加を示したものであり，又こ
れら両図は各斜位共，左右 15度と左右30度とを比
較する時変化の程度はすべて左右 30度が左右 15度
より大であり，上30度と下30度とを比較する時，
正位，内斜位にては上 30度が，外斜位にては下 30
度が，梢々変化の程度の大なる事を示しておる。か 
〉る変化の状態は， Hering，Helmholz，Bielscho・
wsky等l乙記せられた所の側方視垂直第二眼位に於
ける変化K準ずると考えられる。即ち側方視に於け
る変化の状態は Hering氏， Helmholz民の云える
如く，両眼視線は側方へ向う程，輯犠位をとると云 
う傾向は，私の実験K見た第一眼位に於ける正位
が，左右第二限位にて内斜位K，第一眼位に於ける 
外斜位が，その斜位度を減じ，正位又は内斜位へ転
換する傾向のあった事と一致する。叉 Bielschows-
ky氏が視平面の上昇及び下降の場合lζ於ける開散
及び轄駿の傾向を示すと云う所は，即ち，上下第二
眼位に於ける変化をのべたのであるが，私の実験K
於ては，上下 30度共民主として轄駿の傾向を示し 
Tこ。
次l乙，外斜位中の正位lζ転換した実験成績につい
て考えると， G:Schubert氏は最近，限内融合機転
に就いてのべ，その中で「その注視方向が著しく側
方へ偏しない限り，叉，人民より更に注視方向の差
はあるが，融合機転を不要とする所の注視方向があ
る。j といっておるが，之は第一眼位にては正位で
ないものが，ある方向では正位K転換する事を示唆
しておる。又之等は外限筋の器質的障碍Kより現わ，
れたものでなく， Hering氏， Bilschowsky氏等の
のべTこ如く，瞥見方向が或る範囲以内，第一眼位よ
り偏侍した場合に現われる眼筋平衡状態の一般的傾
向と見なしてよいと考えられる。丹羽氏による健康 
人の両眼注視野内fL:，本実験の左右 30度及び上下
第一眼位lζ於いて外斜位を示すものは，第二眼位に
於いて安定性が良いと云う事を示レたが，私の実験
は左右 15度及び左右 30度，上下 30度に於ける第
二眼位測定のみであり，今後更に実験対象を増し
て，将来の検討にまつべき処であろう。
号必拘VII. 結 置冊
両眼の視力1.0~2.0 Kして，判断力のよき高等 
学校卒業以上の健康なる男子45名， (20才乃至お
才〉に就いて，左右第二眼位は全員，上下第二限位
はその中の35名花つき，伊東教授考案による Mad-
dox氏区切スカラ装置Kより検査を行い，次の如き
結果を得た。
1. 限筋平衡状態は第一眼位と第二眼位とに於い
て，不動のものと，変動するものとがある。不動は
正位R36%で最も多く，次いで内斜位K 28.6%，外 
斜位R12.5%であり，変動は外斜位R87.5%で最も
多く，次で内斜位lζ71.4%，正位fL:64%見られ，一
般に変動するものの方が高率であった。
2. 変動について 
第一眼位に於ける正位は，第二眼位l乙於ける変動
がすべて内斜位への転換であった。叉，第一眼位に
於ける外斜位のものは，第二眼位lζて，その斜位度
を減じたるもの 58.1%，正位K転換したるもの 33.9
%，更に内斜位lζ転換したもの 5.3%，斜位度を増加
したもの 2.7%をみた。次に第一眼位に於いて内斜
位なるものの，第二眼位K於いてその斜位度の増加
を示せるもの 94.0%，その斜位度減少を示したもの
は僅lζ6.0%であった。而して，外斜位及び内斜位
は第一眼位lζ於けるそれらの斜位度の程度に比例
し，即ち，斜位度の大なる程，変動の程度も大であ
った。
3. 左右K於ける 15度と 30度との変動は各眼位
共，その百分率，程度に於いて， 30度が 15度より 
30度の目標を求めると，実に両眼視可能の限内K在'大であった。
る事を知る。故に第一眼位l乙於いて外斜位を示すも 
のふ両限視可能の注視野内lζ正位を示す位置が存
在し得る事がわかった。
以上述べた各限位の変化は，第一眼位測定に依つ
て，各方向第二眼位に於いて如何に変動し，如何な 
る程度に変化するかを示したのであるが，眼筋平衡
状態を検査する場合，既述の変化のある事は，ー応
考える必要があると思う。市して，限筋平衡状態の
安定性と云う事から考えると，第一眼位lとて内斜位
を示すものは，第二眼位に於いては安定性が悪く， 
4. 上下30度を比較すると，百分率からみると，
正位は上方，外斜位は下方が高率で，内斜位にては
同率であり，程度からみると，正位及び内斜位では
上方が，外斜位は下方が大であった。
5. 外斜位中fL:，第二眼位の斜位度が第一眼位の
それより増加せるもの，内斜位中!L，第二眼位の斜
位度が第一眼位のそれより減少したるものが，少数
例見られ，上述の一般的傾向の範囲に入らぬものも
存在した。
6. 上述の結果から考察して，正位は第二眼位に
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於いて内斜位K傾き，外斜位はその斜位度を減少 
し，正位に近づき，又正位K転換し，更Kは内斜位 
にも転換する。而して内斜位はその斜位度を増大す 
る傾向があると考えられる。 
7. 以上の事から正位及び内斜位は第ー眼位K於 
いて眼筋平衡状態の安定性が強く，外斜位は之に対 
して第二眼位に於いて，その安定性が強い事が考え 
られる。即ち第一眼位にて外斜位であるものも，第 
ニ眼位に於いては正位に転換しうる事を知った。 
稿を終る K当り，恩師伊東前教授から受けた 
御生前の御懇篤な御指導を深謝すると共1[，鈴 
木教授の御厚き御指導，御校闘を感謝致します。 
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